
土長地区

　

平
素
は
、Ｊ
Ａ
事
業
に
格
別
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、Ｊ
Ａ
高
知
県
発
足
に
伴
い
ま
し
て
、

Ｊ
Ａ
高
知
県
土
長
地
区
の
統
括
常
務
を
務
め

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
地
域
・
農
業
・
Ｊ
Ａ

を
巡
る
情
勢
は
、
農
協
改
革
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
ア
メ

リ
カ
と
の
２
国
間
貿
易
等
、
農
産
物
分
野
に

大
き
な
影
響
を
与
え
る
環
境
に
あ
る
と
思
わ

れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、「
役
員
」
と
い
う

大
役
を
承
り
、
改
め
て
そ
の
責
務
の
大
き
さ

と
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
協
同
組
合
の
原
点
で
あ
り
ま
す

「
地
域
と
共
に
」
を
基
本
に
置
き
、
微
力
で
は

ご
ざ
い
ま
す
が
、
地
域
農
業
の
振
興
、
発
展
は

も
と
よ
り
、
組
合
員
並
び
に
地
域
の
皆
様
に

信
頼
さ
れ
、
必
要
と
さ
れ
る
Ｊ
Ａ
を
目
指
し
て

頑
張
っ
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
よ
り
一
層

の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

就
任
の
あ
い
さ
つ

土長地区本部
住所　高知県南国市大埇乙 894－１
TEL　088－863－2411（地区本部代表）
営業時間　８：30～ 17：00
　　　　  （信用窓口　８：30～ 15：00）
支所　南国支所、久礼田支所、岡豊支所、
　　　南国中央支所、大篠支所、日章支所、
　　　三和支所、長岡支所、ごめん出張所、
　　　十市支所、れいほく支所、田井出張所、
　　　本山支所、大杉支所、大田口支所、
　　　大川支所

購買担当常務（南部）

土居 正明

総務・金融
担当常務（北部）

和田 常男
経済担当常務（北部）

河野 龍彦

営農・販売事業
担当常務（南部）

垣内 育男

総務・金融
担当常務（南部）

金堂 元彦

役員紹介

非常勤理事
川井 高廣、澤本 誠 、井口 善喜

土長地区常務理事（統括）

徳久 一夫



親から託された土地を
守っていきたい
山本 征史さん（79）

　18歳で就農した、農家３代目の山本征史さ
ん。現在は４代目の息子さんに引継ぎましたが、
征史さんも手伝いとして農業を続けています。
　栽培品目は、水稲 ・新ショウガ ・マスクメロ
ンなど。「失敗もあるけれど、収穫の喜びや自
分なりの改良を加える楽しさなど、やったらやっ
ただけのやりがいがあります」と農業の魅力を
語る征史さん。「親からまかされた土地を守って
いけるように、後継者が育つような家庭環境を
作っていきたい」と、今後の抱負を話します。

　高校卒業から地元の土佐町森林組合で、
事務の仕事を任されている高井さん。新しい
事務処理に四苦八苦しながら頑張っています。
車でドライブすることが大好きで、子育ての前
には自慢のスポーツカーでテクニックを磨いて
いたことも……。普段は安全運転に心がけな
ら運転しています。
　高井さんは、３人のお子さんがいる子育て
世代。長女の受験を控え心配ごとも多いです
が、「人にやさしく、周りに目配りが出来る人
に育ってほしいです」と人柄が伺える優しい笑
顔で話してくれました。

ドライブへ
出かけるのが好き
高井 志津子さん

　地元の製造業で経理事務の仕事をされている氏次
さん。Aコープとさ店で、よく買い物をされています。
　子供が大好きなお菓子があるので、つい立ち寄るそ
う。子供の笑顔には負けますね（笑）。最近は、「６歳
になる息子が百まで数えたり、マスト登りが出来たり、
洋服のサイズが小さく感じたりと、日々子供の成長を
感じることが嬉しくて幸せです」と笑顔で話してくれま
した。

６歳になる息子の成長が楽しみ
氏次 絹江さん

　時にはケンカもするけれど、仲の良い森永家の３人
兄弟。小学４年生の鉱成くんと小学２年生の蒼馬くん
は、サッカーが好き。末っ子の蓮士くんは、動物が好
きな元気な男の子です。
　好きな食べ物は、鉱成くんがお肉、蒼馬くんは鉄
火巻きとトウモロコシ。蓮士くんは何でも良く食べるけ
ど、野菜が少し苦手です。

３人一緒に遊ぶよ！
森永 鉱成くん（９）　 蒼馬くん（７）　 蓮士くん（２）

久礼田支所管内より

れいほく支所管内より

　南国市東崎にある「南国ホースパーク」。伊尾木さ
んご家族で経営するアットホームな乗馬クラブで、体
験乗馬もできます。
　現在いるのは馬４頭とポニー４頭の計８頭。昔から
動物が好きで、ペットとして馬を飼い始めたのが乗馬
クラブを始めたきっかけです。「馬の目が一番好き。
馬ごとに違って、何ともいえない魅力がある」と笑顔
で話す舜祐さん。それぞれの個性や特徴があって、
性格も違うそうです。乗馬に興味のある方は、南国ホー
スパーク（090－1578－0830）へお問い合わせください。

乗馬体験してみませんか？
伊尾木 舜祐さん（71）

長岡支所管内より

十市支所
管内より

れい
ほく
支所
管内
より

い   お   き    しゅんすけ

もり なが   こう  せい そう　ま れん　と

う    じ    きぬ   え

やま もと   せい  し

たか い    し    づ    こ



高知県産ユズ欧州へ
輸出作業始まる

手作りの味が人気
みそ加工始まる

　

県
立
岡
豊
高
校
生
活
文
化
系

コ
ー
ス
の
３
年
生
約
40
人
は
11
月

16
日
、
南
国
市
岡
豊
町
に
あ
る
Ｊ
Ａ

の
み
そ
加
工
所
を
訪
れ
、
み
そ
造
り

を
体
験
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
で
は
、
食
農
教
育
の
一
環
と

し
て
、
地
元
の
小
学
生
や
高
校
生
に

み
そ
造
り
体
験
を
開
く
と
と
も
に
、

教
育
委
員
会
の
学
校
給
食
用
の
み
そ

造
り
に
も
協
力
し
て
い
ま
す
。生
徒

た
ち
は
、手
順
の
説
明
を
受
け
た
後
、

圧
力
釜
で
煮
た
大
豆
を
取
り
出
し
、

米
麹
と
混
ぜ
合
わ
せ
て
ミ
ン
チ
機
に

か
け
、
空
気
が
入
ら
な
い
よ
う
に
丸

め
て
た
る
に
詰
め
て
い
き
ま
し
た
。

　

今
回
作
っ
た
み
そ
は
、
約
３
カ
月

熟
成
し
た
後
、
調
理
実
習
な
ど
に
使

う
予
定
。 

体
験
し
た
生
徒
は 

「
み
そ

造
り
は
初
め
て
だ
っ
た
が
楽
し
か
っ

た
。３
カ
月
後
に
食
べ
る
の
が
楽
し

み
」 

と
感
想
を
話
し
ま
し
た
。

　

同
加
工
所
で
は
、
南
国
市
地
区
女

性
部
が
毎
年
み
そ
造
り
を
行
っ
て

い
ま
す
。熟
練
し
た
技
法
で
仕
上
げ

た
み
そ
は
、
無
添
加
で
利
用
者
か
ら

好
評
。今
年
は
講
習
と
委
託
合
わ
せ

て
２
７
７
口
分
を
作
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
加
工
所
で
春
先
に
行

う
「
し
ょ
う
ゆ
加
工
」
も
人
気
講
座

の
一
つ
で
す
。

　

11
月
１
日
、長
岡
郡
大
豊
町
黒
石
に

あ
る
れ
い
ほ
く
地
区
大
田
口
集
出
荷
場

で
、
オ
ラ
ン
ダ
に
向
け
た
輸
出
用
ユ
ズ

玉
の
荷
造
り
と
検
疫
を
行
い
ま
し
た
。

　

生
産
農
家
、Ｊ
Ａ
、
行
政
、
関
連
団

体
職
員
が
集
ま
り
、
殺
菌
溶
液
に
浸

し
て
丁
寧
に
乾
燥
さ
せ
た
の
ち
、
キ
ズ

や
病
害
虫
の
付
着
の
有
無
を
目
視
で

確
か
め
な
が
ら
手
作
業
で
一
つ
一
つ
箱

詰
め
。こ
の
日
は
、
１
４
４
ケ
ー
ス 

（
１

ケ
ー
ス
1.5
㎏
入
り
）
の
準
備
が
整
い
、

同
月
７
日
に
オ
ラ
ン
ダ
へ
空
輸
さ
れ

ま
し
た
。

　

大
豊
町
・
土
佐
町
で
は
約
75
ア
ー

ル
、
約
８
０
０
本
を
輸
出
用
ユ
ズ
栽
培

と
し
て
登
録
。平
成
26
年
か
ら
欧
州
へ

輸
出
を
始
め
、こ
の
取
り
組
み
を
通
じ

て
、
原
料
の
品
質
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
加

工
商
品
な
ど
の
販
路
拡
大
に
繫
げ
て

い
ま
す
。作
業
は
同
月
末
ま
で
に
４
回

行
い
、
約
１
ｔ
の
れ
い
ほ
く
産
ユ
ズ
が

輸
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

ユ
ズ
農
家
の
川
井
和
彦
さ
ん
（
60

歳
）
は 

「
今
年
も
良
い
品
質
の
ユ
ズ
が

で
き
た
」 

と
笑
顔
を
見
せ
、 

担
当
者

は 

「
気
象
状
況
が
不
安
定
で
心
配
し

た
が
、
生
産
者
の
防
除
・
徹
底
し
た

管
理
の
お
か
げ
で
、
平
年
ど
お
り
の
十

分
な
品
質
の
ユ
ズ
玉
が
出
荷
で
き
た
」 

と
話
し
ま
し
た
。

乳牛の体格などを競う

　

南
国
・
香
美
・
香
南
酪
農
振
興

協
議
会
が
主
催
す
る
「
第
26
回
南

国
・
香
美
・
香
南
畜
産
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」 

が
10
月
20
日
、県
立
高
知
農

業
高
校
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

酪
農
家
が
育
て
上
げ
た
自
慢
の

乳
牛
17
頭
が
参
加
。発
育
状
況
や
体

格
、
乳
房
の
形
状
な
ど
を
審
査
し
、

５
部
門
で
ラ
ン
ク
付
け
さ
れ
ま
し

た
。結
果
、
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
賞
に
は
、
南
国
市
の
河
野
優
さ
ん

の
牛
が
獲
得
し
、
同
じ
牛
が
ベ
ス
ト

ア
ダ
ー（
乳
器
）も
受
賞
。ま
た
、未
経

産
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
は
、

川
村
修
さ
ん
の
牛
が
輝
き
ま
し
た
。

南国地域南国地域

南国地域

「葉ニンニク」  出荷順調

　

11
月
15
日
、
南
国
南
部
営
農
セ

ン
タ
ー
で
葉
ニ
ン
ニ
ク
の
目
慣
ら

し
会
を
開
き
、
生
産
者
が
出
荷
規

格
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

葉
ニ
ン
ニ
ク
は
、
高
知
の
冬
の
食

卓
に
欠
か
せ
な
い
野
菜
で
、
南
国
市

で
は
古
く
か
ら
栽
培
さ
れ
て
い
る

品
目
。出
荷
は
、10
月
下
旬
か
ら
翌
年

２
月
ま
で
続
き
、
県
内
を
メ
イ
ン
に

関
西
な
ど
に
も
送
ら
れ
ま
す
。栽
培

を
指
導
す
る
吉
川
悠
也
指
導
員
は
、

「
今
年
は
例
年
よ
り
気
温
が
高
く
、根

の
部
分
が
腐
り
や
す
い
。水
あ
げ
等

に
十
分
に
注
意
し
て
ほ
し
い
」  

と

生
産
者
に
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。

　

11
月
３
日
、
標
高
約
７
５
０
ｍ

の
土
佐
郡
大
川
村
白
滝
の
里
広
場

で「
第
35
回
大
川
村
謝
肉
祭
」が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
催
は
、
大
川
村
ふ
る
さ
と
む
ら

推
進
行
事
実
行
委
員
会
。特
産
の

「
大
川
黒
牛
」 

と 
「
土
佐
は
ち
き
ん

地
鶏
」
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
堪
能
で

き
る
イ
ベ
ン
ト
で
、
毎
年
た
く
さ
ん

の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
す
。こ
の

他
、
特
産
品
販
売
の
出
店
や
バ
ン
ド

演
奏
、
丸
太
早
切
り
競
争
な
ど
様
々

な
催
し
が
あ
り
、
来
場
者
は
う
っ
す

ら
色
づ
い
た
紅
葉
も
楽
し
み
な
が
ら
、

満
腹
の
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

11
月
11
日
、土
佐
郡
土
佐
町
の
嶺

北
家
畜
市
場
で
、Ｊ
Ａ
や
行
政
・
関

連
団
体
が  「
第
47
回
嶺
北
家
畜
能

力
共
進
会
」 

を
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
共
進
会
は
、純
潔
な
系
統
を

残
す
飼
育
技
術
や
改
良
発
展
を
図

り
、
畜
産
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と

が
目
的
。管
内
か
ら
は
、
土
佐
あ
か

う
し
（
褐
毛
和
種
）
31
頭
、
黒
毛
和

種
７
頭
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
４
部

門
（
育
成
・
未
経
産
・
経
産
・
母

系
牛
群
）
に
別
れ
て
審
査
。グ
ラ
ン

ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
は
、近
藤
義
孝

（
土
佐
郡
土
佐
町
）
さ
ん
が
出
品
し

た 「
第
５
た
つ
み
」が
輝
き
ま
し
た
。

大川村謝肉祭に１５００人集う「牛」  のミスコン

みそ造りを体験する岡豊高校の生徒ら

審査される乳牛たち葉ニンニクの規格や生育具合を確認する生産者

バーベキューを楽しむ家族体高・体長・毛並みなどの品位を審査される牛たち

丁寧に箱詰する作業風景

土長地区版

れいほく地区

れいほく地区れいほく地区

地区内のイベントや、地域農家の取り組みなどを紹介します！



土長地区版

　

こ
こ
十
数
年
で
Ｉ
Ｐ
Ｍ
技
術
や
複
合
環
境
制
御
技
術
の

発
達
・
普
及
に
よ
っ
て
、
病
害
虫
防
除
技
術
は
大
き
く
変

わ
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
依
然
と
し
て
農
薬
は
病
害
虫

防
除
の
中
軸
に
位
置
し
て
お
り
、
適
正
な
タ
イ
ミ
ン
グ

で
適
正
な
薬
剤
を
適
正
な
方
法
で
利
用
す
る
こ
と
が
重

要
な
技
術
課
題
で
あ
る
こ
と
は
紛
れ
も
な
い
現
実
で
す
。
そ
の
一
方
で
消
費
地
に
お

け
る
食
の
安
全
・
安
心
に
対
す
る
こ
だ
わ
り
は
ま
す
ま
す
高
ま
り
を
み
せ
て
お
り
、

産
地
と
し
て
も
Ｇ
Ａ
Ｐ（
農
業
生
産
工
程
管
理
）
の
実
施
な
ど
へ
の
取
り
組
み
が
求

め
ら
れ
る
情
勢
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

［営農指導課 課長］
佐藤 功

記
録
と
確
認

農
薬
の
使
用
方
法
を
必
ず
確
認
す
る

防
除
作
業
は
安
全
に

農
薬
の
保
管
・

　
　
　

管
理
に
つ
い
て

農
薬
使
用
の
基
本
を

 
 
  

守
り
ま
し
ょ
う

南
国
地
域

お
問
い
合
わ
せ
先

れ
い
ほ
く
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー

営
農
販
売
課

0
8
8
7
（
8
2
）
2
8
0
3

◆● の場所の土を採ってください。
　（１カ所50～60ｇ程度）

◆根が張っている部分（10～15㎝
　付近）を主に採ってください。（表
　面の土は２～３㎝程払い除ける。）

◆土の乾燥は、風通しの良い日陰に
　１～２週間放置して行う。
　乾燥の程度は土に水分がなくなる
　まで乾燥してください。

　

防
除
記
録
は
農
薬
の
誤
用
を
避
け
る
事
が

出
来
る
ば
か
り
で
な
く
、
万
一
問
題
が
起
き
た

場
合
に
も
解
決
の
一
助
と
な
り
ま
す
。
ま
た
効

果
的
な
防
除
プ
ラ
ン
構
築
の
糧
と
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

●
作
物
、
圃
場
ご
と
に
記
録
を
作
成
し
て
区

　

別
で
き
る
よ
う
に
す
る

●
記
録
は
土
壌
消
毒
や
種
子
消
毒
等
の
予
措

　

か
ら
行
う

●
記
録
に
は
散
布
日
、
農
薬
名
、
希
釈
倍
数
、

　

使
用
量
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
病
害
虫
の

　

発
生
状
況
や
防
除
後
の
効
果
等
に
つ
い
て
も

　

記
し
て
お
く

　

農
薬
の
使
用
方
法
は
必
ず
ラ
ベ
ル
に
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
登
録
内
容
は
変
更
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
、
ラ
ベ
ル
の
記
載

内
容
と
登
録
内
容
に
乖
離
が
生
じ
て
い
る
こ
と

に
な
り
ま
す
の
で
、
常
に
最
新
の
登
録
情
報
に

注
意
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
登
録
内

容
な
ど
農
薬
に
つ
い
て
判
ら
な
い
こ
と
や
疑
問

が
あ
れ
ば
、 

Ｊ
Ａ
担
当
部
署
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

●
農
薬
の
ラ
ベ
ル
を
確
認
し
、
記
載
の
な
い
作

　

物
に
は
使
わ
な
い

●
ラ
ベ
ル
に
記
載
さ
れ
た
使
用
量
ま
た
は
希
釈

　

倍
数
、
使
用
方
法
、
使
用
時
期
、
収
穫
前

　

日
数
、
使
用
回
数
は
必
ず
守
る

●
収
穫
予
定
日
を
確
認
し
、
収
穫
前
日
数
（
使

　

用
時
期
）
を
超
過
し
て
い
な
い
か
確
認
し
て

　

お
く
こ
と

　

使
用
す
る
農
薬
に
も
っ
と
も
曝
露
す
る
の
は

使
用
す
る
作
業
者
自
身
で
す
。
ま
た
周
辺
の

他
の
作
物
や
有
用
昆
虫
、
魚
介
類
へ
の
影
響

に
も
充
分
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

●
農
薬
の
使
用
量
、
使
用
方
法
は
必
ず
事
前

　

に
確
認
し
、
登
録
の
範
囲
内
で
使
用
す
る

●
圃
場
面
積
や
生
育
ス
テ
ー
ジ
に
合
わ
せ
た
調

　

製
を
行
い
、
散
布
液
は
残
さ
な
い
よ
う
に
す
る

●
残
っ
た
散
布
液
な
ど
の
廃
液
や
器
具
を
洗

　

浄
し
た
水
は
絶
対
に
河
川
等
の
水
系
に
流

　

出
さ
せ
な
い
よ
う
細
心
の
注
意
を
払
う

●
使
用
し
た
農
薬
が
周
辺
に
飛
散
し
た
り
流

　

出
し
た
り
し
な
い
よ
う
、
ノ
ズ
ル
水
圧
の
調

　

節
や
散
布
方
法
を
工
夫
し
、
必
要
に
応
じ

　

て
水
止
め
な
ど
の
処
置
を
行
う

●
圃
場
の
周
辺
に
ソ
ル
ゴ
ー
な
ど
の
障
壁
と
な

　

る
作
物
を
栽
植
す
る

●
防
除
衣
や
手
袋
、
マ
ス
ク
な
ど
の
保
護
具
は

　

必
ず
着
用
す
る

●
日
頃
か
ら
体
調
管
理
に
は
留
意
し
、
作
業

　

前
後
の
睡
眠
不
足

　

や
飲
酒
は
避
け
る

　

農
薬
を
適
正
に
保
管
す
る
こ
と
は
、
事
故

防
止
上
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
が
、
安
定
し
た
効
果
の
た
め
に
も

必
要
な
こ
と
で
す
。
保
管
方
法
が
不
適
切
で

あ
る
と
変
質
し
て
し
ま
い
、
有
効
期
限
内
で

あ
っ
て
も
使
用
で
き
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
Ｊ
Ａ
で
は
、
年
に
１
回
程
度
廃
棄

農
薬
や
空
容
器
の
回
収
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

●
農
薬
は
専
用
の
保
管
庫
に
施
錠
し
て
保
管

　

す
る

●
空
容
器
や
不
要
と
な
っ
た
農
薬
、
有
効
年

　

限
を
過
ぎ
た
農
薬
は
別
途
保
管
し
、
適
切

　

に
処
理
す
る

●
最
終
有
効
期
限
を
過
ぎ
た

　

農
薬
は
使
用
し
な
い
よ
う

　

に
す
る

園
芸
農
家
の
皆
さ
ん
、

土
壌
分
析
は
行
っ
て
い
ま
す
か
？

れ
い
ほ
く
地
域

　

土
壌
分
析
は
人
間
で
い
う
健
康
診
断
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
土
壌
分
析
は
、
作
物

を
栽
培
す
る
た
め
に
必
要
な
養
分
が
、
土
の
中
に
ど
の
く
ら
い
入
っ
て
い
る
の
か
を
調

べ
る
作
業
で
す
。
作
物
を
育
て
る
に
は
養
分
は
も
ち
ろ
ん
必
要
で
す
が
、
少
な
す
ぎ

て
も
多
す
ぎ
て
も
良
く
育
っ
て
は
く
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
土
を
最
適
な
条
件
に
す

る
た
め
に
分
析
を
行
い
、
そ
の
結
果
か
ら
肥
料
を
ど
の
く
ら
い
入
れ
れ
ば
良
い
か
を

調
べ
ま
す
。

土を採る場所の例

　

土
壌
分
析
で
測
れ
る
成
分
は
pH
・
E
C
、
リ

ン
酸
、
石
灰
、
苦
土
、
カ
リ
、
腐
食
、
硝
酸
態
、

ア
ン
モ
ニ
ア
態
が
測
れ
ま
す
。

分
析

　

採
取
し
た
土
は
、
れ
い
ほ
く
営
農
経
済
セ
ン

タ
ー
、
も
し
く
は
お
近
く
の
支
所
ま
た
は
グ
リ
ー

ン
店
舗
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

J
A
で
は
、
１
年
を
通
し
て
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
適
切
な
時
期
は
作
付
け
が
終
わ
っ
た
直

後
が
望
ま
し
い
で
す
。
栽
培
期
間
中
で
も
分
析

は
で
き
ま
す
。

実
施
期
間

　

圃
場
内
５
カ
所
の
土
を
採
り
ま
す
。
採
っ
た

土
は
混
合
さ
せ
て
よ
く
乾
か
し
ま
す
。
採
る
量
は
１

圃
場
に
つ
き
３
０
０
g
で
、
名
前
、
採
取
日
、
採

取
場
所
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

土
の
採
り
方



土長地区版

育苗センターアルバイト募集

お問合せ
℡：088－855－3179
㈱南国スタイル（担当：後藤）

水稲苗の出荷、播種作業など

２月から３月下旬頃まで期　　間

内　　容

南国育苗センター（南国市大埇甲１－３）場　　所

若干名
※勤務時間、時給などはお問い合わせください。

募集人数

農産物栽培講習会のご案内

平成 31年２月20日（水）13：30～ 15：20

南国営農経済センター ２階
（旧ＪＡ南国市経済事業本部・南国市上野田 303－１）

①エダマメ
②スイートコーン
③オクラ

　家庭菜園向け初心者対象の講習会として開催しています。
直販等に出荷されない方もお気軽にご参加ください。

※参加ご希望の方は２月19日（火）までに、営農指導課
　（℡：088－863－2415）まで連絡をお願いします。

内　容

場　所

日　時

（各30分）

●園芸品展示品評会 
　２日（土）９:00 ～16:00
　３日（日）９:00 ～ 14:00
●地域の農産物・加工品等の販売など
　県内各地区の生産組織などが出店します。
●一口ぎょうざ「点天」のキッチンカーによる試食
●親子料理教室
●フラワーアレンジメント教室
●会場内周遊によるクイズラリー　など

第 10回　高知のやさい・
　　　　   くだもの・花フェスタ

平成 31年２月２日（土）　９:00 ～ 16:00
　　　　　２月３日（日）　９:00 ～ 15:00

場　　所 高知ぢばさんセンター
（高知市布師田 3992－２）

主な内容

　JA 高知県では、県内で生産出荷される野菜・果物・
花を紹介する「園芸品展示品評会」にあわせて、園芸
農業への理解を深めるイベントを開催します。ぜひご来場
下さい。

日　　時

い
つ
も
楽
し
く
読
ま
せ
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。
毎
月
楽
し
み
で
す
。

 

（
日
章
支
所
・
45
歳
）

▼
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！  

今

月
号
か
ら
は
Ｊ
Ａ
高
知
県
の
広
報

誌
と
し
て
、
改
め
て
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。
ま
た
お
た
よ
り
も

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
季
節
の
移
り
変
わ
り
が
極

端
で
、
夏
か
ら
急
に
秋
が
深
ま
っ

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
あ
わ
て
て

衣
替
え
を
し
た
こ
と
で
し
た
。

 

（
日
章
支
所
・
57
歳
）

▼
最
近
、
季
節
の
変
わ
り
目
が
あ

い
ま
い
な
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
朝

晩
は
寒
い
の
に
、
昼
間
は
暖
か
か
っ

た
り
…
。
こ
う
い
う
時
は
体
調
を

崩
し
や
す
い
の
で
、
皆
さ
ん
も
気

を
付
け
て
く
だ
さ
い
ね
。

女
性
部
員
の
活
動
、
す
ば
ら
し
い
。

健
康
的
で
楽
し
そ
う
。

 

（
日
章
支
所
・
68
歳
）

▼
私
も
よ
く
女
性
部
の
活
動
は
取

材
し
ま
す
が
、
本
当
に
皆
さ
ん
パ

ワ
フ
ル
。
一
緒
に
活
動
す
る
仲
間
が

い
る
か
ら
こ
そ
な
ん
だ
な
、
と
思

い
ま
す
。
私
も
い
つ
も
パ
ワ
ー
を
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
活
動

に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

広
報
誌
も
最
終
号
だ
と
か
さ
み
し

く
な
り
ま
す
。
毎
回
楽
し
み
に
し

て
い
た
も
の
で
、
新
し
い
広
報
誌

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

 

（
日
章
支
所
・
67
歳
）

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
は
脳
ト
レ
と

思
っ
て
、
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

商
品
も
も
ち
ろ
ん
ほ
し
い
で
す
。

来
年
か
ら
Ｊ
Ａ
高
知
県
が
発
足
し

ま
す
が
、
広
報
誌
も
変
わ
る
の
で

す
ね
。
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。（
う

ち
の
赤
い
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
も
取
材
し

て
も
ら
い
た
か
っ
た
な
ぁ
〜
）

 

（
久
礼
田
支
所
・
57
歳
）

▼
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
、
隠
れ
た

人
気
コ
ー
ナ
ー
で
す
（
笑
）。  

Ｊ
Ａ
南

国
市
の
広
報
誌
は
な
く
な
り
ま
す

が
、
引
き
続
き
Ｊ
Ａ
高
知
県
広
報
誌

「
こ
う
ぐ
り
」
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
！  

赤
い
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
、
見
た

か
っ
た
な
。
ま
た
ぜ
ひ
、
情
報
提
供

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

あ
ぐ
り
ス
ク
ー
ル
通
信
を
見
て
、

収
穫
し
た
お
芋
を
庭
で
焼
き
芋
の

す
る
の
が
孫
た
ち
の
楽
し
み
で
す

が
、
カ
レ
ー
に
入
れ
て
み
た
い
と
思

い
ま
し
た
。
お
い
し
そ
う
で
す
ね
。

 

（
久
礼
田
支
所
）

▼
サ
ツ
マ
イ
モ
入
り
カ
レ
ー
、
ち
ょ
っ

と
甘
め
の
サ
ツ
マ
イ
モ
が
ア
ク
セ
ン
ト

に
な
り
ま
す
。
別
茹
で
し
て
後
か
ら

い
れ
た
ら
煮
崩
れ
し
に
く
く
な
り
ま

す
。
ぜ
ひ
作
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
。


